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東京都千代田区九段南３－８－１１ 飛栄九段ビル８Ｆ 

ＴＥＬ０３－６２７２－９０３０（代表） 
〒１０２-００７４ info@jaia.jp 

第１２回理事会 
開催日時／２０２０年１２月１０日（木） 
             １４：００～１４：５０ 
開催場所／ＪＡＩＡ会議室及び各理事拠点 
出 席 者／理事総数２２名・監事２名中 
     出席理事１８名 
      〇来所して出席  

里見治会長はじめ１１名 
      〇リモート出席  ７名 
     出席監事２名 
      〇来所して出席 １名 
      〇リモート出席  １名 
ご来賓／経済産業省製造産業局 
      産業機械課 池田課長補佐 

 里見治会長の挨拶に続き、経済産業省の池田課長補佐か
ら令和３年の同省関係の概算要求及び税制改正に関する要
望のポイントについてのお話を戴き、以下の議事に入った。 
〈第１号議案〉 
キャッシュレス事業の推進並びに事業予算の承認の件 
 上山辰美常務理事がキャッシュレス決済システム事業の推
進について提案、資料に基づき次の通り説明を行った。 
◎本件については、同事業を推進するキャッシュレス決済推

進特別委員会が第１１回理事会（書面・９月２４日）に上程すべ
く全理事及び監事にリモート会議で事前説明を行ったとこ
ろ、新型コロナウイルス感染症の蔓延が続き業界を取り巻
く環境が極めて厳しいことに加え、年会費の減額、ＪＡＥＰＯ
開催中止により協会収入に大きな欠損が生じることから、
多額の予算を投じての事業の推進を懸念する声が多数出
されたため、当初の単年度計画を改め２０２０～２０２１年度の
２年間で実施することとし、全体収支及びスケジュールを
見直したうえで１２月の理事会に改めて提案することが報
告されていた。 

◎２０２１年度上期中に規格標準化策定と共通データベースの
開発を実施し、同年下期中には規格に対応した決済端末や
内蔵筐体の市場導入と共通データベースの運用を開始。
事業単体の収支については、２０２２年度からは収益が費用
を上回る目論見であり、黒字に転ずるまでの２年間の事業
赤字に関しては、協会の保有流動資産、固定資産のうちの
活動準備金で補填可と想定される。 

 

◎キャッシュレス決済推進特別委員会委員長の内田慎一
理事（本日欠席）から、「これは業界団体にしかできな
い事業。デジタル化の進展を考えた場合、絶対に避け
ては通れない」とのコメントが届いている。 
以上を受けて、意見交換。それらを総括する形で里見

会長が本年度支出額を示し、以降については改めて理
事会で充分協議しより良い方向で進めていくとの提案
を行い、異議なく全会一致で承認された。 
〈第２号議案〉 
オンラインＪＡＥＰＯ実施の承認の件（事後承認） 
 ＪＡＥＰＯ２０２１中止に伴い一部会員からの要望を受けて
検討を進めていたオンライン商談会について、事務局作
成の実施案を１１月６日付で書面理事会に諮り、賛成多数
で開催承認されたことを事務局が報告。併せて会員１６
社から出展申込があったこと（※８Ｐ参照）の報告があり、
事後承認が求められた結果、異議なく承認された。 
〈報告事項〉 
◎風適法（５号営業）規制緩和の進捗について 
 柴田健専務理事が本年度の規制緩和要望の進捗状況

に関し、１１月に里見会長が警察庁生活安全局長並びに
保安課長へ陳情訪問し要望書を手渡したこと、これを
受け当局より打合わせの要請があったことを報告した。 

◎業務用アミューズメント機器に関するガイドラインの改
定について（※６～７Ｐ参照） 

◎今後の理事会等スケジュールについて 



事業主・労働者の皆さまへ                    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金の支給に当たり、事業主
の皆さまのご協力をお願いします。 

 新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金（以下、「休業支援金・給付金」）の申請に当たっては、
事業主から、当該事業主が休業の事実などを証明していただく必要がありますが、一部の労働者、特に日々雇
用契約を繰り返している方やシフト制で働く方については、就労日が必ずしも明確ではないことに起因して、
協力が得られずに申請・支給に至らない方もいらっしゃるとの声をいただいています。 
 こうしたことから、厚生労働省において、改めて事業主の皆様に協力をお願いするとともに、休業支援金・
給付金の対象となる「休業」を明確化しお知らせするためのリーフレットを作成しました。 
 各中小企業事業主の皆様におかれましては、下記リーフレットをご参照のうえ、 

◎リーフレットの内容を踏まえ、御社で働かれている労働者の中で支給対象に該当し得る方がおられました
ら、当該労働者の方への同リーフレットを周知し、申請が可能である旨の案内を行うこと 

◎労働者御本人（４月以降、既に御社を離職されている労働者を含む）が申請を行う場合に必要となる書類
への記載等を行うこと 

について、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

〈リーフレット〉 https://www.mhlw.go.jp/content/11600000/000695405.pdf 
 
【休業支援金・給付金に関するお問い合わせ先】 
  厚生労働省新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金コールセンター 
  電話 ０１２０－２２１－２７６ （月～金 8：30～20：00 ／ 土日祝 8：30～17：15） 

職場における新型コロナウイルス感染症への感染予防及び健康管理について 
 

年末年始における忘年会・新年会・成人式等及び帰省の留意事項について 
  

 厚生労働省労働基準局長 （11月 27日付） 

 

 新型コロナウイルス感染症対策分科会での提案を踏まえ、4 月 17 日、5 月 14 日、8 月 7 日に続き４回目と
なる今回の協力依頼は下記ＵＲＬの通りの内容となっています。 
 分科会では、業種別ガイドラインの策定が現場でも進んできてはいるものの、引き続きクラスターが発生し
ていることから、店舗や職場などで感染防止策の確実な実践に取り組んでもらい、一層の対策強化を求めるこ
ととし、その際、冬場における「密閉空間」を改善するための換気の方法などについて改訂した「職場におけ
る新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するためのチェックリスト」などを活用することを提案しています。 

https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/000698986.pdf 
 

  

ています。 
 

 内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室(１２月１１日付) 

 新型コロナウイルス感染症対策分科会から、下記ＵＲＬの通り政府に対して「忘年会・新年会・成人式等及
び帰省について」の提言をいただき、西村国務大臣からも国民に対して周知を行ったところです。年末年始を
静かに過ごすための工夫を徹底するようお願いします。 

https://corona.go.jp/proposal/pdf/bunkakai_20201211.pdf 
 

  

ています。 
 

２０２０年１１月３０日 
会員各位 

一般社団法人 日本アミューズメント産業協会  会長  里見 治 
〔アミューズメント産業新春賀詞交歓会事務局〕 

 

ＪＡＩＡ 
２０２１アミューズメント産業新春賀詞交歓会 

中止のお知らせ 
 
拝啓 貴社ますますご隆昌のこととお慶び申し上げます。 
平素は格別のご高配を賜り、篤く御礼を申し上げます。 
 さて、例年であれば標記賀詞交歓会のご案内を差し上げる時期ではありますが、皆様もご存じのとおり、
新型コロナウイルス感染症拡大の収束が見通せない中、本件について検討したところ「非対面・非接触」で
の開催実施が不可能と判断をし、誠に残念ながら開催を中止させていただくことといたしましたので、お知
らせいたします。 
 ご予定いただいておりました会員の皆様には、大変恐縮に存じますが何卒ご理解賜りますようお願い申し
上げます。 
 皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げます。 

敬具 
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遊園施設事業部 

開催日時／２０２０年１２月１１日（金） 
１３：００～１７：００ 

開催場所／ＪＡＩＡ会議室及びＷＥＢ 
受講者数／９０名 
主  催／（一社）日本アミューズメント産業協会 

【ＪＡＩＡ】 
後  援／国土交通省 東京都 
協  賛／（一財）日本建築設備・昇降機センター 

東日本遊園地協会 
西日本遊園地協会 
日本ウォータースライド安全協会 
（一社）東京都昇降機安全協議会 

講義Ⅰ「遊戯施設の維持保全計画と運行管理」（１３:１０～１４:００） 
  講師／（一財）日本建築設備・昇降機センター  認定評価部 副部長 金田宏氏 
「安全な設計」と「確実な施工」を地盤に安全運営と的確な維持保全が車の両輪として存在。安全運営の責任者

は「運行管理者」、維持保全の責任者は「維持保全管理者」であるとの基本から入り、『セーフティダイジェスト』（平成２
年に旧・全日本遊園施設協会が発行、その後ＪＡＩＡとして第２版を発行）をテキストとして用いながら、救急体制、特定
行政庁への報告、毎日の定期点検の必要性とポイント、故障時及び停電時、火災時及び地震発生時の対処等々、安
全確保に係る全般を解説した。また、「遊戯施設の維持保全計画書」「遊戯施設の運行管理規定」について説明。 
講義Ⅱ「遊戯施設の技術概論」 
 ①繊維強化プラスチック（ＦＲＰ）について（１４:１５～１５:２５） 
  講師／（一社）強化プラスチック協会 企画担当部長 大熊秀夫氏 
 ＦＲＰとは、Fiber（繊維）のＦ、Reinforced（強化）のＲ、Plastics(プラスチック）のＰの頭文字をとったもので、「繊維強
化プラスチック（ＦＲＰ）」の略。つまり、繊維と樹脂を絡めて一体化したものという前置きの後、原材料（ウォータースライ
ドに使われている材料を中心に）、成型方法、品質向上に関し、専門知識をふんだんに交えて解説。それに基づき、
補修方法について詳しい説明が行われた。なお、「手積積層成形（Ｈ/Ｌ）／技能士」の資格取得も奨励された。 
 ②最近の遊戯施設関連法令について（１５：３５～１７：００） 
  講師／（一財）日本建築設備・昇降機センター  認定評価部 副部長 金田宏氏 
 最近の遊戯施設に関する法令に関しては、維持保全の関係で建築基準法第８条が改正され、それに伴い施行令
が改訂。また、新たな告示として令和２年国交省告示第２５２号（遊戯施設の安全離隔距離）が制定され、新告示制
定に伴って平成２９年国交省告示第２４７号（遊戯施設の身体保持装置の構造）の名称も変更になった。この講義で
は、その１つ１つについて説明が行われた。 

第 1２７回技術委員会 （近畿ブロック昇降機等検査協議会・第９０回技術委員会） 

日時／2020年１２月 4日（金） 
１5時～１6時 30分 

場所／近畿ブロック昇降機等
検査協議会会議室 
（大阪市） 

出席／森田栄二委員長はじめ
委員５名 

１．「令和２年度遊戯施設安全管理講習会」の開催について （上記に内容） 
２．遊戯施設の離隔距離関係の告示の解説について －Part４－ 
  令和２年３月６日公布の国土交通省告示第２５２号「客席にいる人が他の構造部分に

触れることにより危害を受けるおそれのない遊戯施設の客席部分の構造方法を定
める件」により、建築基準法施行令第１４４条第１項第三号ロの規定が具体化され、令和
２年４月１日より施行されたが、この内容についての『戯施設技術基準の解説（２０２０年
追補版）』（１１月２５日発行 編集／日本建築設備・昇降機センター・日本アミューズメ
ント産業協会 編集協力／国土交通省住宅局建築指導課）に関し確認等を行った。 

３．最近の報道記事から、他 

遊戯施設における安全確保を目的として、JAIA
遊園施設事業部（旧・全日本遊園施設協会）が設立
以来、毎年開催している安全管理講習会。東京、大
阪と会場を交互に設定しており、今年度は東京の会
場が予定されていたが、新型コロナウイルス感染症
の影響を考慮し初の試みとしてオンライン形式での
開催となった。 
受講者は、全国のレジャー施設関係者、自治体の

建築行政課等の担当者ら９０名（ＪＡＩＡ会員３９名、
行政庁・関係団体２０名、一般３１名）。例年通り、講
習会受講者に「受講終了証書」を後日、郵送する形
式とした。 
今回は、講義開始に先立ち、１２時３０分～事務局

がオンライン上で出欠確認。開会挨拶等は省かれ、
「遊戯施設の維持保全計画と運行管理」「遊戯施設
の技術概論」の講義が行われた。受講者はパソコン
画面のテキストをみながら講義を聴くスタイルになっ
ており、講習会後、受講者全員に講義のテキスト（Ｐ
ＤＦ版）・動画をメールで送信した。 
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「ゲームの日」に、日頃アミューズメント施設で遊ぶ機会の少ない方々に楽しんで
いただくべく、各都道府県本部において遊園地・ＡＭ施設への招待やＡＭの出前等を
行う〈アミューズメントラブ・エイド〉。今年は新型コロナウイルス感染症の関係で中
止を決めた本部が少なくなかったが、毎年楽しみにしているという子どもたちに少し
でも気持ちを届けたいと、接触なしで行えるプレゼント寄贈のみ実施したところも。 

今号の秋田県本部に加え、長野県でも「サンタクロースからのプレゼント」として
クリスマスにあわせ児童養護施設に景品等を持参する（次号で掲載予定）。 

  秋田県本部（今野創本部長）では、１２月１８日（金）、２施設にプレゼントを寄贈した。 
 同本部では、毎年、児童養護施設に各種ゲーム機の出前を行っている他、サンタクロースに扮した協会スタッフが施設
の子どもたちへクリスマスプレゼントを手渡しているが、今回はコロナ禍であることから出前を断念。しかし、子どもたち
から「今年は来てくれないの？」という声が出ているとの話を聞き、子どもたちに接触せず施設に届けるのみという形
でプレゼントの配布を継続することとした。 
 ちなみに、同本部では例年、予め入所している子どもたちの性別・年齢層を施設側からお聞きし、それに合わせてひと
りひとりのプレゼントを内容を変え袋詰めしており、今回も同様に実施。また、プレゼント袋に加え、漫画単行本、サーキュ
レーターなども贈った。（提供／（株）ソユー＝景品・漫画単行本・サーキュレーター、北日本通信工業（株）＝景品） 

2020.12④ 

2018.6② 
１１月２３日は 

「ゲームの日」 

―第２６回― 

障がい児入所施設「若竹学園」（秋田市） 
〈幼児・児童３０名〉 

プレゼント袋には、お菓子・雑貨・ぬいぐるみなど。 
その他、人気キャラクターのフリース４０枚を配布。 

児童養護施設「聖園天使園」（秋田市）〈幼児・児童４４名〉 
子どもたちに、お菓子・雑貨・ぬいぐるみなどのプレゼント。 
その他、サーキュレーター３台に加え、漫画単行本全巻（黒
子のバスケ、銀魂、ハイキューなど）を施設図書館に寄贈。 

大分県本部、「県青少年健全育成大会」に参加 
 大分県本部では、2020年 11月 13日（金）、トキハ会館で開催された「令和
２年度大分県青少年健全育成大会」（主催／大分県青少年育成県民会議、
大分県）に加盟団体として尾崎隆本部長はじめ４名が出席した。 
コロナ禍、出席者が通常の半数に制限された大会は、会長挨拶、来賓祝辞

（大分県議会議長）、来賓紹介（大分県教育長、大分県警察本部長）、大分県
青少年育成県民会議会長表彰、青少年の意見発表、青少年育成関係活動
報告に続き、講演会「青少年を取り巻くネット社会の現状」という内容。 
 なお、同団体が発行する『大分の青少年』最新号に、ＪＡＩＡ大分県本部の活
動が紹介された。 



 

 
 
 
 
 

2020.12⑤
ｎ 

 店舗管理者およびその候補者を対象としてＪＡＩＡ施設営業事業部九州・沖縄地区本
部が毎年開催している「店舗管理者研修会」が、今年度も福岡市において開催された。 
 本部の研修事業活動の一環として受講料は無料となっており、３９名が参加。九州・沖
縄地区・菊池康男本部長（下写真）の挨拶の後、２つのテーマ（２部構成）で講義が行わ
れた。【※以下に講義の概要】 
 今回はコロナ対策を厳重にして実施。参加者の距離を広くとり、講師は座席エリアに
入らず前方からの講義を中心として密を避ける体制とした。例年多くの時間をとってい
るグループディスカッションも大幅に減らし、一部、ペアワークを取り入れるスタイルに。 
 なお、終了後のアンケートでは、テーマ①が「とても役に立った」「まあ役に立った」とも
に４６％、テーマ②が「とても役に立った」７２％、「まあ役に立った」２８％と好評。 

日時／２０２０年１１月２６日（木）１２時～１７時   
場所／アクロス福岡７階・７０３会議室（福岡市中央区天神） 
講師／ル・レープ代表 白梅英子氏   
参加／九州・沖縄地区の店舗管理者および候補者３９名 

■テーマ１ 「ニューノーマル時代の顧客満足」 
◎新型コロナウイルスとの闘いが長期的なものとな

る可能性が指摘されるなか、ＤＸ（デジタル技術に
よる業務やビジネスの変革）が加速し、在宅勤務の
推進、ペーパーレス化、ＥＣやキャッシュレス化の加
速など環境の変化により常識も変化。接客におい
ては、丁寧さよりも安全への配慮とスピードが重視
され、正解も１つではなく、これまで普通だったこ
と（マニュアル）が通じなくなってきている。 

◎コロナ対策の事例としては（新国立劇場、ＵＳＪ）、ペ
ンの消毒済み・使用済の区分、キャラクターデザイ
ンのマスク（インスタ映え意識、デザイン増で売上
も増）、マスクフリーゾーンの設置（ベンチの間隔広く、
食事も可）等。自分に置き換えてみることが大事で、考
え方ひとつで売上増につなげることが可能である。 

◎ニューノーマル時代の顧客満足度アップにつなげるた
めには、顧客の意識、行動の変化を知ることが大切。対
応の遅い店舗より早い店舗が必然的に選ばれる。顧客
満足とは、提供する価値がお客様の期待値を超えるこ
とであり、事前期待より実績・評価が上回ること。〈※こ
こで、具体的な取組を書き出し、重要度、緊急度の高低
を縦横軸とした図に当てはめるというワークを実施。
各々が身振り手振りを交え、活発な話し合いを行った〉 

◎崖っぷちから脱出するためには、お金をかけずにやる
こと、顧客層を見直すこと、どこにも負けない切り札を
作ること。変化のサイクルが短くなっている中で常に周
りの変化に意識を傾けていくこと、他社に遅れをとらな
いスピード感、考え方を変えることで売上アップにつな
げる発想の転換などが必要である。 

主催／JAIA施設営業事業部 九州・沖縄地区本部 

受講者の主な感想としては、「同業者との意見交換で他社の情報や状況を知ることができ役に立った」「顧客満足度向上
に向けて、自分では思いつかないアイデアを得ることができた」「倒産や閉店する店も多い中で生き抜くために、お客様に
最大限に提供できるサービスが何なのか、また、何が必要なのか改めて考える良い機会だった」「サービスの形を少し変え
ることでお客様の満足度を得られるということが面白く、ためになった」「頭では理解していても行動となるとぼんやりしてい
たが、こういった形で指導を受けることで認識が深くなり整理できた」「今のリーダー像が変化していることがわかり、考えを
改めていきたいと思った」「ロールプレイングを通じ色々な発見があった」などの意見がつづられていた。 
 

 

■テーマ２ 「コロナインパクトとリーダーシップ」 
◎いま、求められるリーダー像は変化。市場が常に変化してリーダーだ

けでは把握できないため「シェアードリーダーシップ」（多様なメンバ
ーひとりひとりがリーダーシップを発揮して目標達成につなげる）が
必要とされている。リーダーの定義は、フォロワーがいること、自分自
身も良きフォロワーであること。今までの縦中心のビジネス社会のリー
ダーから、ダイバーシティー（多様性）時代に求められるニューリーダ
ー。それは、スキル・知識でなく人間的魅力を持ったリーダー、つまりＥ
Ｑ（心の感情指数）の高さが重要となる。 

◎コロナ禍という緊急時におけるリーダーシップとは、①完璧よりスピー
ド決断、②大胆な環境整備、③優先順位を決めてやりきる、④ケアとサ
ポートは丁寧に、の順番。ワーストシナリオも考えながら対応する。 

◎部下のモチベーションを上げるためにはその不調を見逃さないこと。
職場の人間関係が職場への定着を左右するため、部下の話を興味を持
って「聴く」、そして考えを理解すること。これまでの「ほうれんそう
（報告・連絡・相談）」ではなく、今は「ざっそう（雑談・相談）」が大切。挨
拶は自分からしているか、部下の名前を呼んで話をしているか。また、
ありがとう、助かったよ等、感謝の気持ちを言葉にしているか振り返る。 

◎「１on１」面談はヤフーが有名。毎週３０分程度実施している。 
◎人を育てるためにＦＢ（フィードバック）を行う。事実を伝える「ティーチ
ング」と行動計画を立てる「コーチング」。良いＦＢは時間が経っても心
に残る。〈※ここで、上司・部下の設定でペアワークを実施。注意しても
聞く耳を持たない部下に上司がどのようにＦＢを行うか、という内容〉 

◎よく現状を見ること、自分の頭で考え行動すること、起こりうる未来を
予測し対策を立て、すぐに手を打つことが大切。 

◎ポスト・トラウマティック・グロウス（外傷後成長。変化を強いられること
は痛みを伴うが、衝撃的な出来事のあと成長を遂げることもあるとい
う意）の通り、今回のコロナショックは希望を見出す意味でも悪いこと
ばかりではないという考え方もある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

No. 信号名 

1 ＧＮＤ 

2 ＤＣ＋５Ｖ 

3 ＤＣ＋１２Ｖ 

4 ＤＣ＋２４Ｖ 

5 ＣＯＩＮ ＳＷ Ａ（￥１００） 

6 ＣＯＩＮ ＳＷ Ｂ（￥５００） 

7 ＣＯＩＮ ＬＯＣＫＯＵＴ Ａ ｏｒ ＩＮＨＩＢＩＴ Ａ 

8 ＣＯＩＮ ＬＯＣＫＯＵＴ Ｂ ｏｒ ＩＮＨＩＢＩＴ Ｂ 

9 ＰＲＩＺＥ ＭＥＴＥＲ 

No. 信号名 

1 ＡＣ１００Ｖ Ｌ 

2 ＡＣ１００Ｖ Ｎ 

3 ＥＡＲＴＨ 

4 未接続 

 AM 技術委員会・情報収集端末取付標準化分科会（石原正幸座長）において改訂作業が進められていた旧 JAMMA
のガイドライン２種について、コロナ渦により一時審議の中断があったものの、このたび改訂ガイドラインがまと
まり 2020 年 10 月 20 日付けで発行となった。主な内容は次の通り。 
（１）決済などの情報収集端末の取付容易化ガイドライン 
 旧 JAMMA が、業務用アミューズメント機器に決済端末等を取り付ける際の作業性、安全性の向上を図ること
を目的として 2009 年に制定した「課金などの情報収集端末の取付容易化ガイドライン」が制定後 10 年を経過し
たことから、現状に照らし全面的に見直しを行ったもの。 
（２）業務用アミューズメント機器の機器内配線の色による識別ガイドライン 
 こちらも旧 JAMMA が業務用アミューズメント機器の機器内配線を色で識別することでメンテナンス時の作業
性、安全性の向上を図ることを目的として 2003 年に制定したものだが、（１）のガイドライン中にこのガイドラ
インを引用している箇所があるため、制定後 17 年を経過していることもあり、（１）のガイドラインの制定作業
にあわせて、全面的な見直しを行ったもの。 

旧 JAMMA「課金などの情報収集端末の取付容易化ガイドライン」を改訂 
２００９年 ８月２１日 制定 ／ ２０２０年１０月２０日 改定 

１．目的 
このガイドラインは業務用アミューズメント機器に決済などの

情報収集端末（以下端末）を安全且つ簡単に接続できるよう
に配慮をおこなうことで、オペレーター・メーカーなどによる取
付け時の作業性、安全性の向上を図ることを目的とする。 

２．業務用アミューズメント機器メーカーの責任義務 
  業務用アミューズメント機器メーカーは、端末を取付けたこと
による製品上のトラブル及び、法律上のトラブルについては一
切の責任義務を負うものではない。 

３．業務用アミューズメント機器への設計上での配慮事項 
３－１－１ 内部接続の配慮 
端末を接続するために共通の中継コネクタを用意すること
を推奨する。なお、このコネクタの信号数では足りない場合
は、コネクタの数を増やす事で対応する 
①中継コネクタの位置は規定しない。 
②中継コネクタは、コインセレクタが必要としない信号線・電
源線は配線しなくてもよい。但し、ゲーム機がプライズメー
ター機能を有する場合は信号線を配線する。 
③中継コネクタは１次側（Ｉ／Ｏ基板や電源側）をレセプタク
ル(ＹＬＲ－０９Ｖ）とする。 
④電線の色についてはＪＡＩＡ「業務用アミューズメント機器
の機器内電線の色による識別ガイドライン」を推奨する。 
⑤コネクタピンアサイン 

コネクタ：ＪＳＴ製 ＹＬＣＯＮＮＥＣＴＯＲ９極（ＹＬＲ－０９Ｖ） 

【
接
続
前
】 

【
接
続
後
】 

３－１－２ 端末メーカーへの注意事項 
・必ず中継ハーネスを使用して端末へ接続してください。 
・中継ハーネス間の結線は信号線・電源線の有無に関
わらずすべてを配線してください。 
・電源線は筐体への影響を少なくするよう、ＡＷＧ２２以
上の線材を使用してください。 
・電源線は端末の電源として使用しないでください。 
・中継ハーネスは端末メーカーにてご用意ください。 

３－２ 外部に取付ける端末への配慮 
端末の取付を容易にするために 
・端末を取り付けるスペースを設けることを推奨する。 
・端末までの配線経路を設けることを推奨する。 
・端末のホスト側との接続を行う配線（ＬＡＮケーブルな
ど）を通す穴又は切り欠きを設けることを推奨する。 
・穴又は切り欠き部については電気用品安全法の技術
基準に準拠しているとともに、特に乳幼児が指などを挟
んだり、エッジで怪我の無いように安全面、悪戯等に配
慮した設計であること。 

３－３－１ 電源供給への配慮 
①端末に電源を供給するため、筐体の電源スイッチと連
動したＡＣ１００Ｖ 1Ａを上限とした電源供給ができる
中継コネクタ、分岐コネクタ、AC コンセントのいずれ
かを用意する。 

②電源供給用コネクタは１次側をプラグ（ＶＬＰ－０４ＶＮ
－１）とする。 

③電線の色についてはＪＡＩＡ「業務用アミューズメント機器
の機器内電線の色による識別ガイドライン」を推奨する。 

④コネクタピンアサイン 
コネクタ：ＪＳＴ製 ＶＬＣＯＮＮＥＣＴＯＲ４極（１列） （ＶＬＰ－０４ＶＮ－１） 

 

なお、このコネクタの近傍には、タグやシールなどを用いて
「ＪＡＩＡ」と記載する 

 

なお、このコネクタの近傍には、タグやシールなどを用いて
「ＪＡＩＡ」と記載する 

 

３－３－２ 端末メーカーへの注意事項 
本コネクタから端末側の電源を供給する場合は以下の
事にご注意ください。感電、火災等の恐れがあります。 
・電源供給用ハーネスを使用して端末へ電源を供給し
てください。 
・電源供給用ハーネスには必ず１Ａの保護回路を入れ
てください。 
・電源供給用ハーネスの電線はＡＷＧ１８以上の太さの
電線を使用してください。 
・電源供給用ハーネスは専門のハーネス加工業者で製
作してください。 
・ＡＣコンセントがある場合は、コンセントから電源を供給
してください。 

 

 

一次側 二次側 

2020.12⑥ 

2018.6② 



座 長  石原正幸（（株）タイトー 
委 員  牛尼伴寛（（株）カプコン）／伊藤哲也（（株）コナミアミューズメント）／柏木信人（（株）セガ・イ

ンタラクティブ）／阿部輝仁（（株）セガ・インタラクティブ）／井口知彦（（株）タイトー）／吉成敦
（（株）バンダイナムコアミューズメント）／石井雅尊（（株）バンダイナムコアミューズメントラボ） 

事務局 浅見高行（（一社）日本アミューズメント産業協会） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出会員 ４号メーカー 機別 筐体名 機種名 発行日 

(株)三田商事 北電子 パチスロ REACHαシリーズ アイムジャグラーＥＸ～レインボーver 2020/11/17 

(株)三田商事 三洋 パチスロ REACHαシリーズ パチスロ聖闘士星矢海皇覚醒ＫＨ 2020/11/17 

(株)マインズ 三洋 パチスロ ブレイクⅡシリーズ パチスロ笑ゥせぇるすまん３ 2020/11/17 

(株)マインズ ミズホ パチスロ ブレイクⅡシリーズ アナターのオット！？は－です 2020/11/17 

(株)マインズ バルテック パチスロ ブレイクⅡシリーズ パチスロ ロボットガールズＺ 2020/11/17 

(株)マインズ ユニバーサルブロス パチスロ ブレイクⅡシリーズ ミリオンゴッド-神々の凱旋- 2020/11/17 

(株)マインズ 山佐 パチスロ ブレイクⅡシリーズ ニューパルサーＳＰⅡ 2020/11/17 

(株)マインズ マルホン パチンコ ブレイクⅡシリーズ Ｐ鳳凰∞ 2020/11/17 

(株)マインズ 三洋 パチンコ ブレイクⅡシリーズ ＣＲ大海物語４ 2020/11/20 

(株)マインズ オーイズミ パチスロ ブレイクⅡシリーズ パチスロ ドリームクルーン５００ 2020/11/20 

(株)マインズ ベルコ パチスロ ブレイクⅡシリーズ プレミアムビンゴ 2020/11/20 

(株)マインズ 北電子 パチスロ ブレイクⅡシリーズ ニューアイムジャグラーＥＸ 2020/11/20 

(株)三田商事 三共 パチンコ REACHαシリーズ ＣＲＦ戦姫絶唱シンフォギア 2020/11/20 
 

№ 分類 指定色 

１ 

電源ライン 

ＤＣ＋５Ｖ 赤 

２ ＤＣ＋１２Ｖ 黄 

３ ＤＣ＋２４Ｖ 橙 

４ ＤＣ－ＧＮＤ 黒 

５ ＡＣ１００Ｖ（Ｎ） 白 

６ ＡＣ１００Ｖ（Ｌ） 黒または灰 

７ 上記以外 上記以外の単色であること 

８ 電源ライン以外 
信号、オーディオ

等 
指定しない 

「４号転用メダルゲーム機に係る倫理基準の運用規定」に基づき、各メーカーから届出のあった機械を JAIA 事務局で実査。転用に
際し改造が正当に行われていると JAIA が承認した機械を掲載します。なお、JAIA では会員が４号転用メダルゲーム機を製造・販売・
オペレーション使用する際に「アミューズメント適合機」マークの表示を義務付けています。 
 

２００３年 ４月１８日 制定 ／ ２０２０年１０月２０日 
改定 １．目的 

このガイドラインの目的は、業務用アミューズメント機器
（電気遊戯盤、電気乗物、プライズ機、メダルゲーム機、ビ
デオゲーム機等）の機器内配線を色により識別することを
推奨し、もってオペレーター・メーカー等によるメンテナンス
時の作業性、安全性の向上を図ることを目的とする。 

２．適用範囲 
電気遊戯盤、電気乗物、プライズ機、メダルゲーム機、ビ

デオゲーム機等の業務用アミューズメント機器に適用する。 
ただし、上記範囲外の製品であってもこれを準用すること

を妨げない。 
３．用語 
３．１．業務用アミューズメント機器 

電気遊戯盤、電気乗物、プライズ機、メダルゲーム
機、ビデオゲーム機等の機器。不特定多数の顧客がコイ
ン投入・プリペードカード・時間貸し等の課金方式により、
楽しむことの出来る遊戯機械器具及び装置。 

３．２．機器内配線 
機器内の電源供給・信号伝達の為、配線された被覆

電線。 
３．３．電源ライン 

機器内配線の内、各装置に AC/DC 電源を供給する
為の配線ライン。 

３．４．電源ライン以外 
機器内配線の内、電源ライン以外の信号、オーディ

オ等、電源を供給しない配線。 
４．要求事項 
４．１．機器内電線の標準色 

機器内に使用する被覆電線は、右表の色を基本とし
て識別することを推奨する。 

〈表４-１〉被覆電線の色 

 

５．表示 
本ガイドラインに適合した製品は、取扱説明書の図面の

中、あるいはその近傍に「ＪＡＩＡ電線色ガイドラインに適合して
います」と表示することが望ましい。 

６．その他 
本規格は、一般社団法人 日本アミュ－ズメント産業協会

が業務用アミューズメント機器の工業標準を定め、オペレータ
ー・メーカー等によるメンテナンス時の作業性、安全性の向
上を図ることを目的として制定公開しました。当協会は本規
格を基に製作された製品に関し、本規格の内容に起因する
第三者の特許権、その他の権利等の侵害について、その責
を負いません。 

但し、リボンケーブル、キャプタイヤケーブル、ＡＶケーブ
ル、ビデオケーブル、ＵＳＢケーブル等の複合電線及び特種
電線、電気機器の付属電線、機器外から引込まれる電線
は準用しなくともよい。 

 

分科会 
委 員 
（敬称略） 

※２０２０年１1月１５日～１１月 20日の期間に発行されたものを掲載。いずれも盤面販売。 
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２０１４年３月２７日制定  
２０１９年９月２６日改正  

（一社）日本アミューズメント産業協会 [ＪＡＩＡ] 
１．目的 
 アミューズメントマシンにより提供される景品についてその
種類、内容および営業方法を規定することにより、公正な競
争秩序を確立するとともに、景品提供営業さらにはアミューズ
メント業界の将来に向けた健全な発展に資することを目的と
する。 

２．定義 
 本ガイドラインで規定する景品とは風俗営業適正化法第２
条第１項第５号で規定されるゲームセンター等における営業
において使用される「遊技の結果が物品により表示される遊
技の用に供する遊技設備」で提供される物品をいう。 

３．景品の内容 
①景品の価額 

景品として提供する物品は小売価格でおおむね８００円以
下のものとする。 
小売価格とは、景品専用に開発された商品を除き、一般
市場における価格とする。 
なお、景品専用に開発された物品であっても１個あたりの
価格はおおむね８００円を超えてはならない。 

②景品の種類 
善良な風俗の保持、清浄な風俗環境の保持および青少年
の健全な育成に障害を及ぼす行為を防止する観点から、
ゲームセンター等における正常な商習慣に照らし適合す
ると認められる景品に限る。 
また、食品衛生法の遵守および他者の知的財産権を侵害
することがないようすべきである。 
以上の点を踏まえ、次に掲げる物品等をゲームセンター
等に設置されるアミューズメントマシンにおいて提供される
として製造・販売・流通してはならない。 
ⅰ たばこ、喫煙器具類およびこれらをモチーフにした物

品 
ⅱ 酒類、および酒をモチーフにした物品 
ⅲ 医薬品、興奮・めまい・幻覚等の作用を目的とする有

機溶剤や成分を含有する物品 

 

ⅳ 青少年の健全な育成や公序良俗を阻害する内容が
印刷または記録された各種メディア（図書、写真、フィ
ルム、ビデオテープ、ＣＤ－ＲＯＭ・ＤＶＤなどの記録
メディア類） 

ⅴ 性的な行為の用に供する物品および性器を模した物
品 

ⅵ ショーツ、ブラジャー等の下着類 
ⅶ 金券類および類似品 
ⅷ 食品衛生法に抵触する材料を使用した物品 
ⅸ 偽造ブランド品や偽造キャラクターを使用したもの等、

他者の知的財産権を侵害している物品 
ⅹ 心身に危害を与える恐れのある物品（レーザーポイン

ター、刃物類） 
ⅺ 動物愛護の精神に反する恐れのある生物 

４．景品提供の方法 
①クレーン式遊技機等の遊技設備によりクレーンで釣り上げ
るなどした物品で小売価格がおおむね８００円以下のもの
を提供すること。 

②景品は、あらかじめ表示されている物品と同一のものでな
ければならない。 

③景品と異なる高額なものをデモンストレーションとして展示
してはならない。 

④カプセル内に品名や記号を記したチケットなどを入れ、こ
れを景品と交換してはならない。 

⑤提供した景品をもって他の景品と交換してはならない。 
⑥景品が手渡しで提供される仕組みの遊技の場合において
も、本ガイドラインの定めるところにより、景品の取り扱いを
行わなければならない。 

⑦風俗営業適正化法に定めるいわゆる４号営業に用いられ
るパチンコ機、パチスロ機に類する遊技機、メダルゲーム、
ビデオゲーム、フリッパーゲーム機等の遊技機を用いる遊
技においては、景品を提供してはならない。 

５．附則  

このガイドラインは、２０１９年９月２６日から適用する。 
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出展社 
来年２月５日（金）・６日（土）に幕張メッセで予定されていた「ジャパン 

アミューズメント ＥＸＰＯ２０２１」の中止に伴い企画された「ＪＡＥＰＯ２０２１
オンラインビジネスミーティング」（詳細は１１月号掲載）の出展社が以下
の通り決定した。 

【プレミアムプラン】 
(株)セガ 
(株)バンダイナムコアミューズメント 
(株)コナミアミューズメント 

【スタンダードプラン】 
(株)アムジー 
(株)マーベラス 
北日本通信工業(株) 
(株)ＪＩＮ 
フリュー(株) 
加賀アミューズメント(株) 
(株)エイコー 
プライズフェア（(株)エイコー／システムサービス(株)／(株)セガ／ 

(株)タイトー／フリュー(株)／(株)ＢＡＮＤＡＩ ＳＰＩＲＩＴＳ） 

来場対象は業界関係者のみ
（入場無料）。出展社は来場し
て欲しい顧客等に来場登録
サイトのＵＲＬを記載した招待
メール等を送付。招待を受け
た方は招待メールに記載さ
れたＵＲＬにアクセスし、来場
者登録フォームから来場申込。
自動で発行されるＩＤ、パスワ
ードを使用して来場する。 


